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青少年問題の悩みなどお気軽に

宇治こころの電話

0774-24- 0 8 0 0

(日曜･祝日除く毎日午前９時～午後６時)

　近畿地方を中心とする古代の政治的

統合者(大王)が現われるのは、３世紀

後半・弥生末期と考えられています。

続く４世紀から６世紀にかけての古墳

時代には、三輪、河内、継体・欽明の

３つの王朝が畿内に成立。古代国家の

実証については、あくまで後世の研究

に待たなければなりません。だが、こ

れら古代世界の広がりの中で、山城地

方の支配層の変遷はどのようなもので

あったか一。今回は、考古学の成果を

踏まえ、新しい視点を加味しながら、

創作的にまとめてみました。

権
勢
を
誇
る

巨
椋
池
南
部
の
豪
族
た
ち

　
起
几
五
世
紀
１
．
山
城
盆
地
の

中
央
に
広
が
る
巨
椋
（
お
ぐ
ら
）
池

の
南
の
平
地
に
は
、
後
に
そ
の
東

側
丘
陵
地
に
、
芝
ヶ
原
十
二
号
墳
、

宇
治
一
本
松
古
墳
、
西
山
古
墳
群

と
呼
ぼ
れ
る
古
墳
群
夕
桑
い
た
豪

族
た
ち
が
い
た
。

　
そ
の
一
世
紀
前
に
は
、
山
城
の

南
端
に
住
む
椿
井
（
つ
ば
い
）
大
塚

山
の
豪
族
が
、
こ
の
地
の
豪
族
た

ち
を
支
配
し
、
権
勢
を
誇
っ
て
い

た
が
、
そ
の
後
彼
ほ
ど
の
有
力
者

は
摂
Ｋ
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
椿
井
の
豪
族
が
大

臣
級
の
役
割
を
持
っ
て
仕
え
て
い

た
大
王
は
、
大
和
に
住
み
近
畿
地

方
を
支
配
（
三
輪
王
朝
）
。
西
日
本

に
も
、
に
ら
み
參
烹
ぜ
て
い
た
。

大
王
は
、
配
下
の
豪
族
た
ち
に
、

か
つ
て
女
王
卑
弥
呼
（
ひ
み
こ
）

が
、
中
国
の
魏
（
ぎ
）
の
皇
帝
か
ら

贈
ら
れ
た
三
角
緑
神
獣
鏡
を
与
凡

て
い
た
が
、
椿
井
の
豪
族
は
そ
の

鏡
奎
配
布
す
る
役
目
を
負
っ
て
い

た
。

　
彼
が
死
ん
だ
時
、
約
四
十
面
の

鏡
が
残
さ
れ
、
そ
れ
は
山
城
で
初

め
て
の
前
方
後
円
墳
（
椿
井
大
塚

山
古
墳
）
に
、
彼
の
遺
体
と
一
緒

に
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

　
再
び
、
起
九
五
世
紀
１
．
大
和

の
三
輪
王
朝
が
滅
び
、
河
内
を
拠

点
と
す
る
王
朝
が
畿
内
を
支
配
す

る
。
こ
の
時
期
、
現
在
の
城
陽
市

寺
田
付
近
に
住
む
豪
族
が
、
山
城

を
支
配
し
て
い
た
。

　
河
内
の
大
王
は
、
朝
鮮
の
百
済

（
く
だ
ら
）
と
親
し
ぐ
交
流
し
、
中

国
の
宋
に
も
貢
物
を
贈
り
、
強
大

な
権
勢
を
誇
る
よ
う
に
な
る
。
巨

椋
池
南
岸
で
、
寺
田
の
豪
族
に
代

わ
っ
て
強
大
に
な
っ
て
来
た
平
川

の
豪
族
は
、
凹
９
廟
の
中
で
重

要
な
挫
刄
占
め
、
山
城
で
は
他
・

に
並
び
立
つ
者
が
い
な
か
っ
た
。

山
城
の
王
様
と
も
い
う
べ
き
こ
の▲二子山南墳出土の甲冑

一
族
は
、
三
代
に
わ
た
っ
て
山
城

全
域
を
支
配
し
続
け
た
の
で
あ
る

　
墳
墓
の
形
態
を
見
る
と
、
寺
田

の
時
代
ま
で
は
丘
陵
地
に
古
墳
を

造
っ
て
い
る
（
芝
ヶ
原
尤
号
墳
）

が
、
平
川
の
時
代
か
ら
は
平
地
に

巨
大
な
前
方
後
円
墳
を
築
く
ぷ
つ

に
な
っ
て
い
る
（
丸
塚
古
墳
、
車

塚
古
墳
、
芭
蕉
〈
ば
し
ょ
う
〉
塚
古

墳
）
。
特
に
、
車
塚
古
墳
は
二
重
に

濠
（
ほ
り
）
夕
巡
ら
し
て
お
り
、
こ

の
よ
ラ
な
墓
は
河
内
の
大
王
を
初

め
と
し
て
、
全
国
で
も
干
基
位
し

古墳後期

か
例
夕
見
な
い
。

塗
り
変
わ
る
覇
権
地
図

政
権
は
南
部
か
ら
東
部
へ

　
や
は
り
五
世
紀
こ
ろ
Ｉ
。
巨
椋

池
の
東
岸
に
は
、
四
人
家
族
の
豪

族
が
住
ん
で
い
た
。
二
人
の
息
子

は
共
に
小
柄
で
あ
っ
た
が
、
精
悍

（
せ
い
か
ん
）
で
、
一
家
は
自
分
た

ち
が
支
配
す
る
地
域
の
農
業
の
発

展
に
、
力
を
尽
く
し
て
い
た
。

　
像
り
は
、
巨
椋
池
南
岸
を
本
拠

地
と
す
る
豪
族
（
寺
田
・
平
川
）
の

支
配
を
、
何
と
か
打
ち
破
ろ
う
と

必
死
だ
っ
た
。

　
・
と
こ
ろ
が
、
最
初
に
母
が
、
次

い
で
父
が
相
次
い
で
亡
ぐ
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
二
人
の
息
子
は
、
宇

治
川
の
河
口
に
近
ぐ
、
巨
椋
池
を

見
渡
せ
る
山
の
頂
上
を
切
り
割
り
。

二
つ
の
墓
（
二
子
山
古
墳
）
忿
心
っ

だ
。
北
側
は
両
親
を
弔
ラ
た
め
に
、

南
側
は
将
来
の
自
分
た
ち
の
た
め

に
。
北
の
墓
に
は
両
親
聚
並
べ
て

埋
葬
し
、
鉄
製
農
具
な
ど
多
く
の

副
葬
品
も
、
一
緒
に
埋
め
た
。

　
に
か
し
、
両
親
の
弔
い
血
釆
の

間
、
雲
覧
弩
工
う
に
長
男
も
死

ん
で
し
ま
っ
た
。
弟
は
兄
の
棺
の

中
に
、
革
綴
（
か
わ
と
じ
）
式
の
鉄

製
甲
冑
（
か
っ
ち
ゅ
う
）
な
芸
Ｉ
ハ

れ
、
棺
の
上
に
漆
塗
り
の
盾
を
置

い
て
、
父
の
横
に
葬
っ
た
。

　
弟
は
、
巨
椋
池
南
岸
の
勢
力
に

対
抗
し
て
、
軍
事
力
の
強
化
に
努

め
る
ぷ
つ
に
な
る
。
矛
や
剣
、
大

量
の
矢
を
作
り
、
自
ら
は
馬
に
乗

っ
て
兵
隊
た
ち
か
最
え
た
。
馬
上

の
彼
の
腰
に
は
、
い
つ
も
美
し
い

音
か
響
か
せ
る
三
環
鈴
が
、
輝
い

て
い
た
。

　
だ
が
、
巨
椋
池
南
岸
の
勢
力
は

強
大
で
、
西
暦
四
五
〇
年
ご
ろ
、
弟

墜
穿
遂
げ
ず
に
一
生
を
終
え
る

の
で
あ
る
。
彼
は
自
分
が
造
っ
た

南
側
の
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
。
副
葬

品
の
甲
冑
は
兄
の
も
の
と
は
異
な

り
、
よ
り
進
歩
し
た
鋲
（
び
ょ
う
）

留
式
（
写
真
）
の
も
の
と
、
小
さ
な

鉄
板
を
多
数
綴
（
と
）
見
お
せ
た

桂
甲
（
け
い
こ
う
）
で
あ
っ
た
。

現
在
の
福
井
県
か
ら
男
大
法
（
お

ほ
ど
）
王
と
い
之
斌
族
が
、
河
内

の
樟
葉
に
進
出
。
新
王
朝
か
樹
立

し
、
南
河
内
を
拠
点
ま
恚
大
和

朝
延
と
の
戦
争
を
始
め
た
。
彼
は
、

淀
川
、
木
津
川
、
宇
治
川
流
域
を

拠
点
と
し
て
、
次
第
に
勢
力
か
拡

張
。
巨
椋
池
南
岸
の
平
川
の
豪
族

は
、
当
然
大
和
朝
延
の
下
で
戦
っ

た
が
、
巨
椋
池
東
岸
の
豪
族
は
新

王
朝
を
支
持
し
て
奮
戦
し
た
。

　
二
十
年
の
戦
乱
の
後
、
男
大
法

　　記念講演

11月15日(土)午後２時

文化会館小ホール

「古代王権と宇治の文化｣

京都大学上田　正昭教授

r南山城の古墳-I

入場無料

遺
唾
ハ
固
借
寸
Ｉ
Ｌ
Ｌ

の
宮
（
奈
良
県
桜
井
市
）
に
入
り
、

旧
大
和
朝
延
か
微
し
た
。
彼
は
死

後
、
今
城
塚
古
墳
（
高
槻
市
）
に
葬

ら
れ
、
継
体
天
皇
と
呼
ぼ
れ
て
い

る
。
継
体
天
皇
を
支
持
し
た
巨
椋

池
東
岸
の
勢
力
は
、
こ
の
戦
い
の

中
で
平
川
の
豪
族
を
打
ち
破
り
、

つ
い
に
山
城
全
体
の
支
配
権
か
手

中
に
す
る
。

　
そ
の
首
長
は
、
こ
の
戦
争
に
大

奇
£
貝
献
し
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
、

死
後
、
継
体
天
皇
の
墓
と
同
じ
形

で
、
や
や
小
型
の
墳
墓
を
築
く
こ

と
を
許
さ
れ
て
い
る
。
二
重
の
濠

か
痔
つ
大
型
の
前
方
後
円
墳
（
二

子
塚
古
墳
）
で
あ
る
。
そ
の
一
部
は
、

今
も
京
阪
電
鉄
の
黄
槃
駅
と
木
幡

駅
の
間
に
、
遺
構
を
留
め
て
い
る
。

歴史資料館特別展

よみがえる古墳文化

12月21日まで（月曜･祝日休n）

　　　午前９時～午後５時

歴史資料館　入場料（大人200円、小中生60円）

655

大
和
朝
廷
と
山
城
の
豪
族
た
ち

新
旧
の
交
代
で
興
亡
幾
変
化

ロマン　古墳にみる古代史

　古墳

全盛期
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(3)職員給与費の内訳

　　　(昭和Bt年度普通会計当初予算より)

一般職（特別職を除く）の職員にかかる金額（退職

除く）です。

①期末・勤勉手当の支給割合

職員１人当たり

年間給与費は516万円

一本年度から退職手当の適正化措置を実施

　地方公務員の給与に対して､各方面で強い関心が持たれています。

本市では、より広く市民の皆さんに市職員の給与を知っていただく

ため、毎年その内容を公表しています。市職員の給与は、地方公務

員法により゛定められた給与決定の原則に従って、議会の議決を経て

条例で定められています。本年度からは、特に市職員の退職手当の

適正化を図り、国家公務員の支給率と同じにするため、段階的に引

き下げる措置を実施しました。ここでお知らせする給与などは、全

ての税や各種保険料などを引く前の額で、実際の手取り額ではあり

ません。

⑤特殊勤務手当の支給状況

区　　　　分
本　　　　市 国

期　　末 勤　　勉 期　　末 勤　　勉

60年度
支給割合

６月期 1.4月分 0.5月分 1.4月分 0.5月分

12月期 1.9月分 0.6月分 1.9月分 0.6月分

３月期 0.5月分 - 0.5月分 -

計 3.s月分 1.1月分 3.8月分 1.1月分

②退職手当の状況

区　　　分
本　　　　市 国

自己都合 特退・定年 自己都合 勧奨・定年

61年４月１日
現在の支給率

勤続20年 24.2月分 41.775月分 21.0月分 28.875月分

勤続25年 33.65月分 54.99月分 33.75月分 44.55月分

勤続35年 55.0月分 78.06月分 47.5月分 62.7　月分

最高限度額 69.2月分 78.06月分 60.0月分 62.7　月分

その他の加算措置 制　度　な　し
定年前早期退職特例措置
　　（2％～20％加算）．

退職時特別昇給 IF.則1号給 １号俸

１人当たり平均支給額
自己都合336万円(平均勤続年数10年)

･特退･定年2,302万円(平均勤続年数27年) -

※1.本市の特退とは特別希望退職のことであ1),年齢50a以上の職貝を対象とする退職

　　　制度です。

　2. 1人当たり平均支給額は, 60年度に退職した全職種に係る職貝に支給された平均額

　　　です。なお、国の平均支給額は公表されていません。

　３。本市の退職手当の支給率は、本年度を第１年度とし、５ヵ年間で国と同じ支給率と

　　　するため年度ごとに段階的な引き下げを行う措置を図っています｡この措置により、
　　　最高支給額を例にとりますと, 60年４月１日現在81.9月分をなっていましたが, 65

　　　年４月１日にはレ62.7月分となります。

③調整手当の支給状況
(61年４月１日現在)

支給対象地域 宇治市内全域

支給対象職員 全職貝（1,371人）

支　　　給　　　率 ８％

国　　の　　制　　度

(宇治市内の官署の支給串)

　　　　　３％

ただし、官署指定により
10％支給官署あり

支給対象職員１人当た
り平均支給月額
　(60年度決算見込)

　　20,372円
(年額244,466円)

④時間外勤務手当の支給状況

※1．調整手当とは、物価などの水準が

　　　特に高い地域に勤務している職貝

　　　に支給される手当です。
　　　民間の地域差手当(都市手当等)に

　　　相当するものです。

　2.国では、大都市及びその近郊の官

　　　署に勤務する職員に支給されてい

　　　ます。大都市の支給率の一例を示

　　　しますと、東京都の特別区、横浜

　　　市、川崎市、名古屋市。京都市、

　　　大阪市、神戸市は10％、福岡市、

　　　北九州市は･6％,札幌市、広島市

　　　は３％となっています。

区　　　　分 60年度決算見込 59年度

支　　給　　総　　額 288,094千円 334,798千円

職員１人当たり支給月額17,347円（年額208,161円）20,173円（年額242,081円）

区　　　　分 全　　　職　　　種

職員全体に占める手当支給職貝の割合
42.6％

支給対象職員
１人当たり平均支給月額

6,308円（年額75,701円）

手当の種類（手当数） 19種

代表的な

手当の名称

支給額の多い手当 消防職員手当、ごみ収集作業手当、
屋外における直接労務手当

多くの職貝に
支給されている手当

技術職貝手当、消防職員手当
ごみ収集作業手当

⑥扶養･住居･通勤手当の支給内容及び国の制度との相違点 (61年４月１日現在)

区　分 内　　　　　　容
国の制度との冥動 国の制度と異なる内容

扶養手当

配　偶　者　　　　　　　14,000円

配偶者以外の扶養親族

　（子・その他）　　　　　　4,500円

配偶者のない職貝の扶養

親族１人目　　　　　　　　9,500円

異なる
配偶者以外の扶養親族のうち３人目
以上
　本市4,500円　　国1,000円

住居手当

借家･借間　最高支給限度額　15,000円

自己所有家屋取得５年以内　　2,500円

　　　　　　　取得5年以上　　1,000円

異なる
借家・借間の支給対象とならない家
賃額
本市3,000円以下　国9,000円以下

通勤手当

全額保障限度額　　　　　　24,000円

全額保障限度額を超える場合
､は超える額の％を加算

異なる

本市　交通用具利用者も交通機関利
　　　用者に準じて支給

最高支給限度額　国　24,000円
　　　　　　　　本市24,000円を超
　　　　　　　　　　える額は％を
　　　　　　　　　　加算する

ラスパイレス指数の状況

年
度
56 57 ・58 59 60 61

指

数
120.6 117.1 116.7 115.1 113.9

110.7
(試算)

肋特別職の報酬等の状況

※金額は、いずれも月額です

※1.ラスパイレス指数は、地方公共団

　　　体の職貝構成が、国と同一である

　　　と仮定した場合に、国の給料額を

　　　100として求められる数値です。

　2. 61年度の数値は、本市が独自で試

　　　算したものです。

　　　　　　　　　　(61年４月１日現在)

区　　　　分 給　料　月　額　等

給　　　料

市　　長 700,000円

助　　役 570,000円

収入.役 500,000円

報　　　酬

議　　長 430,000円

副議長 390,000円

議　　貝 350,000円

期末・勤勉

手　　　当

区　　　　　　　分 期　末 勤　勉

市　　長

助　　役

収入役

60年度
支給割合

６月期 1.4月分 0.5月分

12月期 1.9月分 0.6月分．

３月期 0.5月分 -

計 3.8月分 1.1月分

議　　長

副議長

議　　貝

60年度
支給割合

６月期 1.4月分 -

12月期 1.9月分 ・㎜

３月期 0.5月分 -

計 3.8月分 -

市職員の給与のあ

らまし



正!市治宇(3) 第755号

(i当初予算額に占める人件費の割合

　　　(昭和6i年度普通会計当初予算より)

(1)決算額に占める人件費の割合

　　　昭和o年度普通会計決算見込より)

19(14,421万川a.2％)2215:4.847万川(8.4％)

３。職u給与費は、

　　手当、共済費は

※1．その他の人件費には、共済費、退職手当、特SiJ職(市長一ai只など)

　　　に支払った給料、報酬などが含まれています。

　2 .市が雇用する臨時職貝の賃金は、人件費には含まれていません。
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広野公民館で消費生活講座を

　
私
た
ち
を
取
り
脊
ぐ
社
会
は
、

ま
す
乖
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

う
る
お
い
の
あ
る
生
活
か
す
る
た

め
に
は
、
広
い
範
囲
の
知
識
が
必

要
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
消
費
生
活
講
座
は
、
「
暮

ら
し
に
う
る
お
い
を
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
に
￥
チ
。
一
緒
に
学
習
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表

▽
時
間
・
：
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
Ｉ

　
正
午

▽
会
場
・
：
広
野
公
民
館

▽
定
員
・
・
5
0
人
、
た
だ
し
1
8
日
は

　
4
0
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料
・
：
無
料

▽
申
し
込
み
・
：
商
工
観
光
課
（
豊

　
⑩
3
1
4
1
）
へ
電
話
か
来
庁

　
で
▽
当
日
は
保
育

　
室
を
用
意
し

消費生活講座の日程表

Ｆ
熱
心
に
学
習
（
５
月
の
消
費
生
活
講
座
）

（

(61年４月１日現在)(4)職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

区　　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　Ｑ

平均給料月額平均給与月額平均年齢 平均給料月頷平均給与月額平均年齢

本　　市 243,403円 310,068円 36.9.a 248,911円 308,552円 43.2歳

国 231,339円 - 39.7歳 209,497円 - 47.3歳

※1.給料とは、いわゆる本給(幕本給)であり、給与とは。本給と諸手当の合計禎です。

　　　また、諸手当には扶養手当、住居手当、通勤手当、調整手当、時間外勤務手当、特

　　　殊勤務手当、管理職手当などが含まれています。

　2.国の一般行政m.は、行政職俸給表H,技能労務職は、行m職俸給表口の適用miで

　　　す。国の平均給与月額は公表されていません。

(61年４月１日現在)am員の初任給の状況

区　　分
大　　学　　卒 高　　校　　卒

却 任給 採用２年経過日の給料月額 初任給 採用２年経過日の給料月額

一般

行政職

本市 125,100円 138,500円 105,200円 113,200円

国 113,200円 125,100円 95,500円 101,700円

※初任給及び採用２年経過日とも、本市の給料月額は国よりも大学卒で２号給、高校卒で
　３号給高い金額となっています。

(61年４月１日現在)(6)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職

大学卒 214,600円 259,200円 306,000円

高校卒 184,000円 221,700円 267,800円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をい

　います。

(61年４月１日現在)(7)一般行政職の級別職員数の状況

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 8級 ９級 計

標準的な職務内容 主事等及び主査・係長 主幹
課長及

び主幹
部長一
次長及
び参事／

職　　貝　　数 ３人 32人 55人 224人 - 258人 - 76人 20人 668人

構　　成　　比 0.5％ 4.8％ 8.2％ 33.5％
- 38.6％ - 11.4％3.0％ 100％

参考
１年前の構成比 0.3％ 5.3％ 8.1％ 34.4％ - 38,2％ - 10.5％3.2％ 100％

３年前の構成比 0.4％ 5.9％ 9.9％ 39.6％ - 31.6％ - 9.8％2.S% 100％

※1.本市の給与条例に基づく給料表の級の区分による職貝数です。なお、昨年７月から

　　　宇治市職員の給料表を国の行政職体給表(－)の再編に準じて、7等級制から９級制

　　　に改めています。
　2 .標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

(8)昇給期間の短縮状況

区　　　　　　　　分 仝　職　貝 うち一般行政職うち技能労務職

60年度

職　　貝　　数　　　　（Ａ） 1,384人 678人 358人

普通昇給期間(12月)を短縮して
昇給した職員数(Ｂ)

O人 O人 O人

比　　　　率　(Ｂ)／(Ａ) O％ O％ 0%

59年度

職　　貝　　数　　　　（Ａ） 1,383人 675人 364人
普通昇給期間（12月）を短縮して
昇給したm.貝数（Ｂ） 91人 41人 34人

比　　　　　率　(Ｂ)／(Ａ) 6.6％ 6.1％ 9.3％

※1.昇給期間の短縮とli、普通昇給(12ヵ月間良好な勤務をしていると認められれl±'l

　　　号給昇給する制度。一般的に定期昇給とも呼ばれる｡）の期間を特に他の職貝との均

　　　衡などを考慮して、短縮して昇給させる場合をいいます。

　　　本市では、市職貝の給与の適正化を図るため昭和60年度のｰ･年間は仝職貝定期昇給

　　　を行いませんでした｡･

　2 .国は、勤務成績によって、予算の範囲内で定期昇給以外に特別に昇給させる制IS.
　　　　（特別昇給）を設けていますが、本市ではこの制度の運用は行っていません。

　
ま
す
の
で
、

　
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
。

　
な
お
、
京
都

府
で
も
城
陽
市

福
祉
セ
ン
タ
ー

で
消
費
生
活
講

座
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
詳
し

③
ぽ
園
圃
㈹
）
涼
圃

と
　
き
…
‐
月
2
1
日
山
午
後
一
時

と
こ
ろ
・
：
京
都
産
業
会
館
シ
ル
ク
ホ
ー
ル

講
　
演
…
「
い
の
ち
の
優
し
さ
」

　
　
　
　
　
　
灰
谷
　
健
次
郎
さ
ん

　
　
　
　
「
今
日
の
子
ど
も
と
い
じ
め
」

　
　
　
　
　
　
石
井
　
完
一
郎
さ
ん

く
は
宇
治
地
方
振
膝
詰
商
工
課
（

Ｓ
・
⑩
1
0
8
0
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
（
商
工
観
光
課
）

とき 内　容 講　　師

11/18
　両

冷凍良品のおいしい食べ方

上手な買いちから調理まで

　　－i演と料理謡習－

肪日本冷凍食品協会
　常務理t.

　　比佐　勤さん

11/20
　(ね
低金利時代の貯薔法

一,I;証参㈱
　証券貯蓄課艮

　　忖上賢徳さん

11/25
　(･り

大人のおしやれ

　一小物で楽しく－

㈱人丸　引t課長

　　森　圭子さん

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
悪
質
な
手
口
で

　
　
　
　
大
損
の
例

　
最
近
、
「
銀
行
よ
り
有
利
」
、

「
今
買
え
ば
必
ず
も
ラ
か
る
」

な
ど
甘
い
言
葉
で
誘
い
込
み
、

悪
質
な
手
口
で
大
損
さ
せ
る
商

品
先
物
取
引
被
害
の
例
が
多
く

な
っ
て
い
ホ
ヂ
。

　
海
外
の
商
品
市
場
を
舞
台
に

し
た
先
物
取
引
で
は
、
こ
ん
な

－
－
1
1
1
1
1
1
1
－
４

ｽﾞ^

例
か
あ
り
李
ｙ
。

　
主
婦
Ａ
子
さ
ん
は
、
訪
問
販

売
員
か
ら
カ
タ
ロ
グ
や
新
聞
記

事
夕
見
せ
ら
れ
、
「
こ
の
大
豆

し
な
い
と
元
金
も
な
ぐ
な
り
ま

す
」
と
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
百

二
十
万
円
追
加
し
ま
し
た
。
不

安
に
思
い
な
が
ら
も
、
次
々
と

お
金
を
つ
ぎ
込
み
結
局
は
大
損

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
素
人
の
手
出
し
は
危
険

　
海
外
の
商
品
市
場
を
舞
台
と

私
設
市
場
が
あ
り
未
Ｋ
;

法
律
に
驀
つ
か
な
い
も
一

の
で
、
信
用
の
出
来
先

い
業
者
が
多
く
い
ま
す
。
一

価
格
は
必
ず
し
も
、
然

正
に
決
め
Ｇ
れ
て
は
り

ま
せ
ん
。
　
　
　
　
一

　
公
認
の
国
内
市
場
町

引
で
あ
っ
て
も
、

商
品
先
物
取
引
に
注
意

取
引
は
Ｉ
ヵ
月
で
二
割
も
.
ｒ
v
Ｓ

る
。
今
年
は
異
常
気
象
で
大
豆

が
不
足
の
見
込
み
だ
。
汽
買

っ
て
お
け
ば
そ
の
.
ｒ
v
＾
Ｂ
が
急

騰
す
る
」
と
し
つ
こ
く
迫
β
れ
、

百
二
十
万
円
出
資
し
ま
し
た
。

二
ヵ
月
後
、
別
の
社
員
が
来
て

　
「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
値
が

暴
落
し
た
の
で
、
お
金
夕
遣
加

し
た
先
物
取
引
に
は
、
金
、
プ

ラ
チ
ナ
、
砂
糖
、
大
豆
、
石
油
、

コ
ー
ヒ
ー
の
外
、
通
貨
、
債
権
、

株
価
指
数
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
相
場
の
動
き

を
絶
丿
争
確
か
め
る
事
が
難
し

い
上
、
円
と
外
貨
の
取
引
相
場

が
変
動
し
、
極
め
て
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
国
内
に
は
無
許
可
の

専
門
ｙ
：
：
：
：
’
：
：
：
：
：
：
：
‘
：
”
”
：
‘
：
：

　
　
　
　
　
　
　
専
門
家
で
す
。
本
当
に
う
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
話
が
あ
れ
ば
、
他
人
に
は
教
え

　
　
　
　
　
　
　
な
い
は
ず
で
す
。
こ
の
世
に
う

　
　
　
　
　
　
　
ま
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間

　
　
　
　
　
　
　
と
労
力
を
か
け
て
も
う
け
話
を

的
知
識
の
な
い
人
に
と
っ
て
は
、

極
め
て
危
険
で
す
。

　
一
般
消
費
者
と
し
で
は
、
最

初
の
勧
誘
の
段
階
で
、
興
味
が

な
け
れ
ば
は
っ
き
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

　
う
ま
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん

　
悪
徳
業
者
は
逆
ま
し
”
の

持
ち
込
ん
で
ぐ
る
こ
と
自
体
、

お
か
し
い
と
疑
っ
て
か
か
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
◇

　
な
お
、
商
品
先
物
取
引
の
相

談
・
問
い
合
わ
せ
は
商
工
観
光

課
の
消
費
生
活
相
談
室
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

657

暮らしにうるおいを

交通災害・火災共済

予約受け付けは今月中
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人形劇フェスティバル

11月30日文化会館小ホールで

≒

８浬。

■弘

ﾆぶ

ス

゜自由型

１
１
１
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1

　
人
形
劇
、
影
絵
、
大
型
ぬ
い
ぐ

る
み
、
ペ
ー
。
ブ
ザ
ー
ト
な
Ａ
ｊ
ｍ

躍
す
る
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル

ー
プ
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
表
す
る
第
七
回
人
形
劇
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
章
垂
ｙ
。

　
子
Ｓ
Ｊ
≫
)
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

お
母
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
ま
で

が
、
一
生
懸
命
上
演
し
ま
す
。
出

し
物
も
、
楽
し
い
も
の
ば
か
り
で

す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
：
1
1
月
3
0
日
面
、
正
午
開

　
場
、
午
後
ｏ
時
半
開
演
、
午
後

　
３
時
終
演
予
罵

▽
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　
　
（
折
居
台
１
丁
目
１
番
地
）

▽
出
演
団
体
・
演
題
・
：
右
表

　
お
問
い
合
わ
せ
は
中
央
公
民
館

　
　
（
容
⑩
1
4
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
各
飛
び
込
み
種
目
に
は
、
空

中
の
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
次
の
四

つ
の
型
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
伸
び
型

　
腰
や
ひ
ざ
を
曲
げ
な
い
で
、

　
手
先
か
ら
足
先
ま
で
よ
ぐ
伸

　
ぱ
し
て
飛
び
込
み
ま
で
。

小･中学生を持つ親の家庭教育学級の日程表

とき テ　ー　マ 講　師

12/1

　㈲

開講式 広野公民館長

この時期何が大切か７
一子どもの発mからみて－

京都教育大学助教S
　相田貞夫さん

12/5

　吻

満たされた親子閔係を

つくるために

一経験から学ぷ－

広野高齢者学級有志者

12/11
　困

子どもの悩みは？

‐悩みの実態･受け止

　め方や対処のし方－

青少年対策室
指導主事

12/17

　團

やる気を檎んひヽませんか?

一家庭教育で大切にし

　たいこと－

京都教育大学教授

　栗田修さん

　
小
・
中
学
生
を
持
つ
親
の

　
家
庭
教
育
学
級

　
菅
谷
の
心
と
能
力
が
発
達
し

て
い
く
過
程
で
、
そ
の
時
期
に
大

切
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と

を
学
び
毒
ｆ
。
菅
七
に
掛
け
る

目
、
心
配
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
右
下
表
、
い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ

ろ
・
：
広
野
公
民
館
▼
対
象
・
・
・
小
・

中
学
生
夕
痔
つ
親
▼
定
員
…
3
0
人

　
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…
‥
１
１
月

1
1
日
か
ら
広
野
公
民
館
（
広
野
町

寺
山
一
七
・
豊
⑥
7
4
5
0
）
へ

電
話
ま
た
は
来
館
で
▼
保
育
…
満

２
歳
以
上
の
そ
ぐ
も
が
対
象
。
お

や
つ
代
二
百
円
。
ご
希
望
の
人
は

受
講
申
し
込
み
時
に
併
せ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
奪
囲
げ
、
’
体
全
体
か
田
来
る

　
だ
け
小
４
ぐ
縮
め
た
型
で
す
。

　
こ
の
握
Ｒ
つ
ま
先
か
ま
く

　
伸
ば
し
、
Ｑ
忌
為
筧
る
様

　
に
し
楽
ｙ
。

Ｄ
自
由
型

　
宙
返
り
を
伴
う
ひ
ね
り
飛
び

お
知
ら
せ

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
…
1
1
月
1
2
日
困
、
午
後

３
時
ｙ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
小
倉

公
民
館
保
育
室
▼
内
容
・
・
・
読
み
聞

か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
・
・
・
幼
児
・

小
学
校
低
学
年
と
母
親
、
保
護
者

▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
主
催
・
：
中
央

図
書
館
サ
ー
ク
ル
絵
本
の
会
▼
問

い
合
わ
せ
・
：
絵
本
の
会
代
表
、
後

藤
礼
子
’
兄
（
ａ
⑩
8
9
9
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
初
等
講
習
会

　
▼
と
き
…
‥
１
１
月
1
3
日
出
か
m

週
木
曜
日
３
ヵ
月
間
、
昼
の
部
＝

会
で
は
四
け
た
、
ま
た
は
五
け

た
の
数
字
と
ア
ル
フ
ァ
ペ
″
ト

で
表
示
し
、
飛
び
間
違
え
な
い

様
に
し
た
り
、
観
客
へ
の
案
内

に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

四
け
た
表
示
例

〈
１
０
５
Ｂ
〉

種
目
は
番
号
で
表
示

　
体
を
腰
で
二
つ
に
深
ぐ
折
り

　
曲
げ
、
え
び
の
様
に
な
っ
た

　
型
で
、
Ｑ
き
と
つ
ま
先
は
よ

　
ぐ
伸
ば
し
未
了
。

Ｃ
抱
え
型

　
Ｑ
忌
宅
う
人
て
腰
･
ｔ
M

よ
Ｊ
の
型
を
空
中
で
い
ず
れ

の
時
期
に
取
り
入
れ
て
も
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
毒
司

　
番
号
の
読
み
方

飛
び
込
み
の
種
目
は
、
競
技

Ｉ
１
　

Ｏ
Ｉ
飛
ぶ
と
同
時
に
宙
返
り
す

　
　
る
こ
と
か
表
す
（
１
の
場

　
　
合
は
飛
ん
で
い
る
途
中
で

　
　
宙
返
り
か
ず
る
）
。

５
＝
宙
返
り
の
回
転
数
夕
表
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
1
1
月
1
8
日
か
ら
実
施

　
十
一
月
十
八
日
か
ら
市
内
十

会
場
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
日
程

や
会
場
袈
に
詳
し
ぐ
は
「
六
十

　
一
年
度
版
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

午
前
1
0
時
～
正
午
、
夜
の
部
＝
午

後
７
時
～
９
時
（
い
ず
れ
か
希
望

の
時
間
）
▼
受
講
料
・
・
・
三
千
円
（
教

材
費
込
み
）
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
、
中
村
日
出
男

さ
ん
（
豊
⑩
2
0
4
7
）
へ
。
講

習
開
始
日
に
会
場
で
も
受
け
付
け

ま
ず
。
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
市
民
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
き
…
１
１
月
3
0
日
面
、
1
2
月

６
日
出
、
７
日
間
、
1
4
日
面
、
い

ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時
▼
と
こ

ろ
・
・
・
東
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼

対
象
・
定
員
…
中
学
生
以
上
の
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
初
心
者

　
　
　
（
半
回
転
で
Ｉ
と
数
え
る

　
　
の
で
、
こ
れ
は
二
回
半
回

　
　
転
す
る
こ
と
を
表
す
）
。

Ｂ
＝
型
夕
表
す
（
え
ぴ
型
）

　
〈
５
２
２
３
Ｄ
〉
　
。

　
後
宙
返
り
一
回
、
一
回
半
ひ

　
ね
り
自
由
型

５
＝
種
目
群
（
第
五
群
ひ
ね
り

　
　
種
目
）
。

２
＝
種
目
群
（
第
二
群
後
ろ
飛

　
　
び
込
み
）
。

２
１
宙
返
り
回
転
数
（
一
回
）

３
＝
ひ
ね
り
回
数
（
ひ
ね
り
半

　
　
回
で
１
と
数
え
る
の
で
、

　
　
こ
れ
は
一
回
半
ひ
ね
る
こ

　
　
と
を
表
す
）
。

Ｄ
＝
型
か
表
す
（
自
由
型
）
。

　
　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

手
ぴ
き
』
の
保
健
予
防
年
間
日

程
表
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
…
ｏ
保
育
所
、
幼
稚

園
に
通
っ
て
い
る
３
歳
以
上
の

幼
児
○
小
・
中
学
校
で
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
児
童
・
牛
徒
▼
持

参
品
・
・
・
印
鑑
。

　
な
お
、
当
日
は
必
ず
体
温
を

計
り
、
保
護
者
同
伴
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
各
会
場
共
、
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
糖
尿
病
の
集
い

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
９
９
一
日
出
、
正

午
～
午
後
４
時
▼
と
こ
φ
・
・
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
向

4
5
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
料
・
・
・
二
千

円
▼
申
し
込
み
…
Ｈ
月
１
１
Ｈ
か
ら

市
体
育
協
会
（
豊
⑩
１
３
５
）
へ

▼
主
催
・
：
市
テ
ニ
ス
協
会
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
オ
リ
エ
と
Ｔ
リ
ン
グ
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
2
4
R
㈱
、
午
前

８
時
半
L
1
0
時
半
営
け
付
け
（
小

雨
決
行
）
Ｖ
と
こ
ろ
・
・
・
府
立
宇
治

公
園
中
の
島
▼
ク
ラ
ス
ー
コ
ー
ス

距
離
・
・
・
左
表
▼
参
加
料
・
・
・
個
人
三

百
円
、
グ
ル
ー
プ
一
人
に
付
き
百

円
▼
問
ｋ
Ｂ
せ
・
：
市
民
体
育
課

　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

オリエンテーリングのクラス･距離表

個

人

個人クラス
Ａ7~8km中学生以上の個人

Ｂ 5-7km 中学生以上の個人（初心者向き）

グ
ル

｜

プ
－
２

Ｓ
５

人

で

１
岨
－

一般クラス
Ａ 6-8km 男・女または混合で構成するパーティー

Ｂ 5～7k. 男・女または混合で構iSするパーティー（初心者向き）

案族クラス 4～6lm
子どもを含む家族で構is.する

バーディー

少年･少女クラス 4～6liml歳までの男児もしくは女児のみのパーティあるいはその混加パーfィ

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

車
い
す
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
車
い
す
利
用
者
が
対
象
で
す
。

ま
た
、
当
日
手
伝
っ
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
3
0
日
㈲
、
午
前

1
0
時
集
合
、
午
後
５
時
解
散
い
ず

か
い
側
）
▼
内
容
・
：
Ｏ
講
演
―

　
「
健
康
長
寿
の
た
め
の
食
牛
活
」

岡
山
大
学
教
授
・
山
吹
隆
寛
さ

ん
Ｏ
糖
尿
病
思
者
の
お
や
つ
に

つ
い
て
試
食
と
説
明
、
萌
友
病

院
栄
養
士
・
小
林
和
子
さ
ん
Ｏ

食
品
展
示
・
食
事
指
導
・
健
康

相
談
・
パ
ネ
ル
展
示
○
検
尿
・

血
圧
測
定
▼
主
催
・
・
・
宇
治
久
世

医
師
会
。

　
糖
尿
病
の
大
と
そ
の
家
族
、

糖
尿
病
に
関
心
の
あ
る
人
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
未
了
。

　
な
お
、
今
年
は
昼
食
の
用
意

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
・
（
保
健
予
防
課
）

れ
も
総
合
福
祉
会
館
で
▼
行
政
兎

・
：
京
都
国
立
博
物
館
（
日
本
美
術

名
審
衡
催
中
）
▼
費
用
・
・
・
七
百

円
（
介
助
者
は
三
百
円
）
▼
申
し

込
み
・
：
Ｕ
俑
日
脚
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会
（
雲
⑩
5
6
5
4
）
。

へ
。
　
　
（
襲
扁
祉
協
議
会
）

　
や
ま
ぶ
き
学
級

　
　
　
　
年
賀
状
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
3
0
日
面
、
午
後

～
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
磐
福

祉
会
館
▼
対
象
・
：
市
内
に
在
住
・

通
勤
し
て
い
る
心
身
障
害
者
で
、

義
務
教
育
夕
終
了
し
養
護
学
校
へ

通
学
中
で
な
い
人
▼
参
加
費
・
・
・
三

百
円
程
度
（
実
費
）
▼
持
言
？
・

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
は
？
ｒ
＜
Ｈ
Ｘ
ｏ

枚
、
出
す
相
手
の
住
所
と
図
柄
（
彫

刻
刀
の
あ
る
人
は
持
っ
て
来
て
ぐ

だ
さ
い
）
▼
申
し
込
み
・
：
Ｈ
月
2
0

日
困
ま
で
に
社
会
教
育
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

　
お
茶
の
作
法
教
室

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
な
営
吊
、
2
8
日

倒
、
１
９
一
月
１
日
㈲
、
午
前
の
部
ａ
午

前
1
0
時
～
Ｈ
時
半
、
午
後
の
部
＝

午
後
１
時
半
～
３
時
（
い
ず
れ
か

希
望
の
時
間
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
外
▼
内
容
・
・
・

茶
道
の
基
礎
知
識
と
作
法
▼
講
師

…
裏
千
家
流
、
伊
藤
宗
恂
さ
ん
▼

定
員
…
午
前
、
午
後
各
3
0
人
▼
教

材
費
…
千
二
百
円
▼
申
し
込
み
…

教
材
費
を
添
え
て
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
へ
。
　
（
交
通
労
政
課
）

　
回
珈
眼
の
匪
影
範
Ｅ
罪
庶
ぶ

り
は
ヽ
む
く
か
ら
か
か
県

政
し
て
ヽ
献
だ
ヽ
ニ
キ
・
メ

ー
ト
ル
に
わ
た
る
哉
い
咀
を
み

が
応
い
て
ぃ
ま
す
・
泣
戸
康
化

の
絞
め
ま
で
、
こ
の
迎
り
は
尤

外
印
眼
の
頬
唯
ｒ
、
毅
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
心

松
を
訟
と
い
う
よ
う
に
ヽ
樅

や
珈
恥
が
射
の
割
の
ぽ
や
欲
か

ら
逮
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
訟
忿
二
な
（
一
六
四
九
）
ヽ
む

妬
の
畷
圃
だ
っ
た
船
知
訟
廊
が
ヽ

献
岨
祢
の
根
べ
や
冊
彫
・
刺
誰
・

が
示
な
ど
か
ら
だ
を
勧
め
て
ヽ

親
し
い
町
を
似
ら
せ
ヽ
訃
倣
を

除
か
せ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

広
野
新
田
の

　
　
　
町
作
り

眼
や
根
を
轍
匿
と
ホ
ん
で
い
ま

　
一
に
一
珈
飢
附
の
毅
々
は
ヽ
県
猷

の
前
厭
に
む
ん
ｒ
い
ま
す
ｙ
ヽ

眼
即
の
よ
う
に
肘
な
を
裁
に
き

て
ヽ
靫
の
刎
に
燃
と
樅
を
浄
つ

細
長
い
か
た
ち
よ
祐
い
て
い
は

す
‥
こ
の
よ
う
な
町
作
り
は
、
関

莉
や
外
に
聚
く
ヽ
こ
の
ぶ
り
で

は
縦
し
い
も
の
で
す
・
眼
回
り

を
脱
６
　
か
か
（
対
称
囃
か
所
鼎
）
の

塊
か
ら
略
嫌
へ
穆
っ
で
き
た
聡

印
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
■
Ｍ
ｉ
ｉ
は
ヽ
か
か
川
の
川

恥
を
訟
か
し
て
楸
墨
岩
乗
割

と
所
妬
に
と
い
う
朱
枇
と
お
奈

がを
永S建々

⑩

　
　
　
ひ
ろ
の
し
ん
で
ん
　
す
　
ひ
と

て
、
広
野
新
田
に
住
む
人

く
こ
の
町
を
寄
り
ど
こ
ろ

に
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
胆
っ
て
き
た
Ｍ
た
ち
も

餌
取
ば
か
り
ｒ
は
な
く
・
が
Ｄ

や
銀
魯
必
訳
な
ど
も
い
ま

　
　
　
　
　
か
い
ど
う
　
め
ん

し
た
。
街
道
に
面
し
て

し
た
。
街
道
に
面
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
や
ど
や
　
む
ち
ゃ

こ
ろ
か
ら
、
宿
屋
や
餅
屋
な
ど

た
ぴ
ぴ
と
あ
い
て
　
し
ょ
う
ば
い

旅
人
相
手
の
商
売
を
は
じ
め
る

ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
の
し
ん

人
も
い
ま
し
た
の
で
、
広
野
新

で
ん
　
　
　
　
　
　
ま
ち

田
は
し
だ
い
に
町
ら
し
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
こ
め
や
　
あ
ぷ
ら
や

　
や
が
て
米
屋
・
油
屋

ｌ　　卜　　１

イ　工 林 ハタケ

イ　ェ 林ノ ハタケ

イ　工　林　八夕ヶ匹-

イ　工

イ　工 林/ノハタケ
イ　工 林|/ハタケ
し －ｺ1　　_

街

道

果
物
屋
な
ど
、
日
常
生
活

　
ひ
っ
よ
う
　
し
な
も
の
　
う
　
み
せ
　
な
ら

に
必
要
な
品
物
を
売
る
店
が
並

　
　
　
　
ふ
き
ん
　
む
ら
む
ヽ
り
　
ひ
と

ぶ
と
、
付
近
の
村
々
の
人
た
ち

　
ひ
ろ
の
し
ん
で
ん
　
ま
ち
　
あ
っ

が
広
野
新
田
の
町
に
集
ま
っ
て

き
て
買
い
物
を
し
て
ゆ
く
よ
う

に
な
り
、
多
く
の
人
た
ち
の
暮

ら
し
を
さ
さ
え
る
町
に
な
り
ま

し
た
。
い
ま
、
国
道
二
十
四
号

せ
ん
　
お
お
く
ぼ
こ
う
さ
て
ん
　
ち
ゅ
う
し
ん

線
の
大
久
保
交
差
点
を
中
心
と

す
る
に
ぎ
わ
い
の
元
は
、
す
で

　
え
ど
じ
だ
い
　
ひ
ろ
の
し
ん
で
ん

に
江
戸
時
代
の
広
野
新
田
に
あ

っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

658

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

国

体

豆

知

識

保健予防のお知らせ

競技の見方

飛び込み

出演団体と演題
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